






















大きな組織体(大学?研究所，企業，官庁など)における EDPS(Electronic Data Processing 
System) としての集中管理による利用は， ユーザーとしても一部の専門家に限定され3 利用の
内容も同様に限定されていたものと推測される。













































































































D. Bell (1979)は工業化される以前の人間社会の時代的特徴を“gameagainst nature"と














構造を自ら作り出していく o 1.プリゴジンら (P.グランスドルフ&1.プリゴジン， 1977; G. 
ニコリス&1.プリゴジン， 1980;工プリゴジン， 1984)の散逸構造の概念は， このような混沌
の中から自己体制化によって秩序が形成された段階を示すものとされる口
他方，同様な革新的理論は H.ハーケン (1980，1985)においてもシナジェティクス (Syner-


















































40年 45 47 48 50 51 52 53 54 55 56 57 58 




メグノデレィ アフ。 項 日 メ ア イ ア 立 班
電 i話 ①公 社ー 電 話 .841 095 一.111
②公社移動電話 .995 一.010 一.014
③自 ';3 電 話 911 -.308 253 
'rli: ④自営移動電話 .997 一.011 .015 
⑤有線放送電話 -.910 -.062 .339 
気 電 幸良 ⑥公 社 電 幸R 一.789 .585 一.007
f電 ⑦力Il 入 電 .291 748 .127 
3il 
③自 1九ちV. ，言fi[歩 .586 一.396 一.350
ア タ:IuH言 ⑥公社データ通信 .951 .290 070 
⑩ 自営データ通信 .911 .406 一.012
⑪私設データ通信 .860 .120 .269 
ファクシミリ ⑫ 力IJ入ファクシミリ .718 .618 .226 
系 ⑬ 自営ファクシミリ .777 .540 .172 
フ 、ン オ司 ⑪ラジオ伝送 .940 258 -.089 
⑬*ラジオ;放送 .975 .081 .030 
⑬*有線ラジオ放送 .848 .271 一.384
フー レ ピ ⑫テレビ伝送 .334 一.746 .553 
⑬*テレピジョン放送 .988 .140 .022 
⑬*有線テレビジョン放送 .948 .298 一.034
調i イ92 ⑮は カl f! .947 .213 一.004
⑫手 五氏 .840 .199 .375 
~i命 ⑫ *DM (ダイレクトメーノレ) .031 ー851 .236 
r:!J AvlJ ⑮*新 j謂 956 1 ー.214 .144 
jき @ キ書 荒f .989 一.114 .025 
③*剰f 口，己、 .995 -.014 .037 
⑫本広告印hlJlJ物(チラシ等) .147 .424 .800 
ノ-Gゼ
複 写 ⑫手 交 文 謹l三ヨ: .609 一.679 .131 
銀 :x尽E ⑫*レコード・テープ 979 -.172 023 
対 百否 @会 目古 .852 .328 一.167
空
教 τ三j弓五之 ⑩ ネ学 校 教 育 .937 199 一.236
li丹 @市:
lτ広』 教 同 一.138 643 288 
錨i '長 ②ネ|決 回.j -.843 .470 一.237
系 ⑧市観!長4・スポーツ .981 一.070 .119 
⑧ホ屋外広告物 945 一.039 .190 
自ミ ャt土マスメディプ
- 34- 哲学-思想論集第11号
( 1 )γ= .100t十.608γ2=.997(γニ .999)
(2) y=10.554e.oo9t-9.980 T2ロ .994(γニ .997)
( 3 )νニ8.043-7.486e・o15t 戸=.999(γ.99951) 
上記 (3)の関数形は次の 2.2のセクションで記述する日本人の価値観の多様化のプロセスと…
致するので，両者の整合性を考感してこの形をとることにした。










今までデータの存在する年次は昭和40年;45年， 47年， 48年， 50.--58年の 13時点であるの
で， 34X 13のデータ行列になる口この行列から 34x34のメディアの相関行列を出して主成分分
析が行われた。結果は表 1に記したとおりである。第 I主成分の寄与率は 69.39九第I主成分
は 15.4%，第盟主成分は 6.2%で，第盟主成分までで 90.9%となる。


















40年 -10.311 2.864 
45 5.461 7.717 
47 - 4.380 8. 795 
48 - 3.149 9.981 
50 998 12，177 
51 一 .252 12.923 
52 .498 13.673 
53 1. 326 14. 501 
54 2.527 15.702 
55 . 3.696 16.871 
56 ;:.u.，. 308 17.483 
57 5.579 18.754 
58 6.661 19.836 
を外的基準として仇 (i=l，2，・・， 13)と表す。
そうすると， IJ寺点 iと時点 jにおける平均情報量の比率 (i，j =1， 2，・." 13)がデ
ータから算出でき，一方では主成分スコアから
れj=(町十c)/(♂j+C)
とおくことによって，実測{直 Yij にたいする理論値が算出されるD ここで， cは未知の加算定数
である。そして，その実測値と理論{直の相関係数が最大になるように，または同じことである
が，実測{直と理論値のずれの2乗手IJを Q とすれば，
Q= L; L; (rij 
を最小にするように cを求めることによって加算定数を決定するとし、う方法をとった。
このアルゴリズムは Cが最小の主成分スコアである昭和40年の -10.311を考慮して， これ
が正の{直になるよう cニ 10.312から出発して 0.001のステップできざみを増し繰返し計算を
行いその都度相関係数を算出し，その挙動をみるという iterativeな方式をとっている。その結
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主要な科学ジャ…ナノレのアフ。ストラクト誌の数，科学ジャーナノレの数 (D.プライス， 1970; 
孔 C.Lehman， 1947)，図書:館の蔵書数 (D.ベル， 1969)などである。これは，ごく簡単な徴分
方程式が成立するそデノレを考えると，情報の生産が一種の触媒反応によるような印象を受ける D



































































第 i番目の選択肢を選んだ人がムの比率でいたと しよう D これを用いて，情報理論によるエン
トロピー











者2.1 しきたりに従うか 365 一.278
2. 者2.4 くらし方 945 026 
3. ~ 2. 5 人間と自然、との関係 .773 .540 
4. 非2.7 一番たいせつなもの .778 .522 
5. ; 3.1 宗教を信じるか 514 一.453
6. 持3.2 r宗教心」はたいせっか .434 174 
7. ~ 3. 9 首相の伊勢参り .045 692 
8. ~ 4. 4 先生の悪事 .901 355 
9. 言4.10 他人の子を義子にするか 一.950 .253 
10. 主5.1 恩人がぞト クのとき 一.314 .869 
11. 者5.16 殺がキトグのとき 一.，190 815 
12. 非5.6 めんどうをみる課長 .3:35 .910 
1.3. 持7.1 人間らしさはへるか 891 .12，1 
JA. さ7.2 心の豊さはへらないか 一.:331 .719 
I 15. 者8.7 支持政党 I .694 .044 I 
I 16. 号4.5 子供に「金はたいせつ」と教える i 一.672 .349 I 
I 17. 者7.4 日本と間人の幸福 ¥ .755 .249 I 




















主成分スコアの値を引として，前と同様安部j値 ηj-品、/♂j (i， j 1， 2， ..， 7)と，cを未知
の加算定数としてれj=(約十c)/(約十c)という形で、理論値を出し，この相関が最大になるような
cを求める方式で比率尺度を構成した。
繰返し計算の過程で，cニ 3.354の時， .}・と fとの相関係数は最大となった(ただし，今回は





28 :rf- -1.903 1. 451 
33 - .803 2.551 
38 - .053 3.301 
43 .011 3.365 
48 .749 4. 103 
53 .706 4.060 







" _ _ -.308t 





58 53 48 43 38 33 
?? ????
6 歩t)3 2 l 
{rIl古の多様化のプロセス図 5.
町村とい中規模都市，同じ国民性のデータを用いた大都市，このメジャーの妥当性は，なお，

































































このグラフの基線は，多様性インデ ックスを仏時刻 tとすると d?μdt=，(α-y)という単純
な徴分方程式の解を表するものである ("α は定数)口 このそデノレ的意味は，多様化の度合が，
上限と現在の状態との差の一定の比率分が， 時刻 tまで、の水準に漸次加算されていく，というも











































fコ (Smax-S)jkln 2 

































































































ロピー増大のプロセスを表していることになる o 1981年版の環境白書によれば， 1973年に日本
が輸入した燃料，鉱石，食料などの合計は6億トンにもなり，この中から鉄鋼，機械，肥料など
輸出した合計の 5000万ト γをヲ!し、ても 5億 5000万トンが国内に残り，その大部分は熱と物のエ
ントロピ{に変換されてしまうことを数字でみるとそのスケーノレの大きさがわかる。これは，実
に， D.ベノレのいう“gameagainst fabricated nature"の形容がぴったり適合する事態となっ
ている。











































































































































































































































これらは，全て，人間活動のポテンシャノレを失っているという意味で， K.E.ボー ノレディ γグ
(1967)や R.ニスベット (1979)のいう社会的エントロピーが増大した状態である。 R.ニスベ
ットは社会変動の時期にp もし正常ならば社会秩序を作り上げている規範とか役割とか地位の維
持あるいはそれらの履行をめざす人間的エネノレギーが，使われなかったり逆用された疎外，アノ



















































高度情報ネットワ iク社会論の文明史的意義 - 57-
成熟度は生態系の種の多様性 (Dと表記する)が増す程大きくなるとした(寺本， 1981)。このマ
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Some Implications of Highly Informationalized Society 
Hisashi KAMISASA 
1n recent Japan， developments of electronics and its related technologies have 
brougbt about an advanced society characterized by computers and new media. In-
formation flow produced by various kinds of media， especially by combining media 
witb computer will increasingly mllltply 
1n this paper， actllal conditions of information society iロ preseηtJapan are 
analyzed and presented through time series data collected by Ministry of Postal 
Services， Japanese Government (The 1nformation Flow Census). 
In addition to this analysis、SOlηeimplications of the coming stage of highly in-
formationalized society are discllssed in the context of the theory of social system's 
evolution. In tl1is purpose， theories in physics and chemistry cleveloped by I. Prト
gogine， H. J:-Iaken and others are considered to be slitalコlyapplicable to the great 
transformation periocl of the present civilization. 
The stage wbich corresponds to the concept of the dissipative strllcture by I. 
Prigogine， for instance， will appear after great social日lIctuationsand this may occur 
in a highly informationalized net'ivork societ)人 Thepossible mechanism of the 
日uctuationsare also considered from the sociological and psychological points of 
view，because one of the most important sources of social instability lies in the 
human nature itself. 
Tbe latter part of this paper mainly c1escribes the possibility of applying these 
theories to this suctllation stage and the stable system stage to be expected to ap梼
pear in the future. 
